
 

 

 

 

 

問１ 

（全員） 

お住まいの地区はどちらですか。わからない方は「10．」に○をつけていただき、

（  ）に町字名をご記入ください。 

〇は 

１つ 
 

１．小牧中学校区 ４．北里中学校区 ７．桃陵中学校区 10．わからない 

２．味岡中学校区 ５．応時中学校区 ８．小牧西中学校区 町字名 

（        ） ３．篠岡中学校区 ６．岩崎中学校区 ９．光ヶ丘中学校区 

 

問２ 

（全員） 
あて名のお子さんの生年月をご記入ください。 

□内に 

数字 

平成     年     月生まれ 

 

問３ 

（全員） 

お子さんは何人いらっしゃいますか。 

※あて名のお子さんを含めた人数をご記入ください。 

□内に 

数字 

子どもの数   人 

問４ 

（全員） 

この調査票にご回答いただく方はどなたですか。 

※あて名のお子さんからみた関係でお答えください。 

〇は 

１つ 
 

１．母親  ２．父親 ３．その他（               ） 

 

問５ 

（全員） 
この調査票にご回答いただいている方は配偶者・パートナーはいますか。 

〇は 

１つ 
 

１．いる ２．いない 

 

問６ 

（全員） 

あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。 

※あて名のお子さんからみた関係でお答えください。 

〇は 

１つ 
 

１．父母ともに ３．主に父親 ５．その他 

２．主に母親 ４．主に祖父母  （                   ） 

 

問７ 

（全員） 

あて名のお子さんとの同居・近居（おおむね 30 分以内程度に行き来できる範

囲）の状況についてお答えください。 

あてはまるもの 

すべてに〇 
 

１．父母同居 ４．祖父同居 ７．祖母近居 

２．父同居（ひとり親家庭） ５．祖母同居 ８．その他 

（             ） ３．母同居（ひとり親家庭） ６．祖父近居 
  

あて名のお子さんとご家族の状況についておうかがいします 

（参考）年号対照表 

平成28 年 2016 年 平成 25 年 2013 年 

平成27 年 2015 年 平成 24 年 2012 年 

平成26 年 2014 年 平成 23 年 2011 年 

 

小学生の保護者向け 資料２－３ 



 

 

問８ 

（全員） 
子育てに関して、日常悩んでいること、また気になることはどのようなことですか。 

あてはまるもの 

すべてに〇 
 
１．病気や発育・発達に関すること 

２．食事をなかなか食べてくれないこと 

３．育児の方法がよくわからないこと 

４．子どもとの接し方に自信が持てないこと 

５．子どもとの時間を十分にとれないこと 

６．話し相手や相談相手がいないこと 

７．子どもの親同士の付き合いに関すること 

８．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 

９．子どもの教育に関すること 

10．友だちづきあい（いじめ等を含む）に関するこ        

  と 

11．登園拒否などの問題に関すること 

12．子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が 

少ないこと 

13．配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合 

わないこと 

14．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場 

などまわりの見る目が気になること 

15．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってく

れる人がいないこと 

16．子どもを叱りすぎているような気がすること 

17．子どもに手をあげたり、世話をしなかったり 

してしまうなど、子どもにとって安心できる 

家庭でないような気がすること 

18．地域の子育て支援サービスの内容や利用・申し 

込み方法がよくわからないこと 

19．その他（               ） 

20．特にない ⇒問 10 へ 

 

問９ 

（条件） 

 条件  問８で、「１． 」～「19． 」に〇をつけた方 あてはまるもの 

すべてに〇 子育てに関する悩みや不安を誰（どこ）に相談していますか。 
 
１．配偶者・パートナー 

２．その他の親族 

（親・きょうだいなど） 

３．隣近所の人・地域の知人・ 

友人 

４．職場の人 

５．幼稚園・保育園等、学校など 

の保護者の仲間 

６．子育てサークルの仲間 

７．保育士・幼稚園の先生・ 

学校の先生 

８．医師・保健師・看護師・ 

栄養士など 

９．家庭児童相談室 

10．子育て世代包括支援センター 

※旧：子育て支援センター 

11．児童館 

12．子育てサロンなど 

（親子のつどいの場） 

13．母子自立支援員 

14．民生・児童委員 

主任児童委員 

15．保健センター 

16．保健所 

17．児童相談所 

18．民間の電話相談 

19．相談相手がいない 

20. その他 

（                 ） 

 

問 10 

（全員） 

子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのよ

うなサポートがあればよいとお考えですか。 

自由 

記述 
 
 

 

 
 

問 11 

（全員） 
あなたは、お子さんの小学校入学について、何か不安はありましたか。 

あてはまるもの 

すべてに〇 
 
１．他人とのコミュニケーションがとれるか 

２．授業をじっと聞いていられるか 

３．体力がついていくか 

４．給食などでアレルギーが出ないか 

５．今までの友達と離れてもやっていけるか 

６．クラスのなかになじめるかどうか 

７．クラスのなかでいじめられないか 

８．登下校時などに交通事故にあわないか 

９．児童クラブ等の利用ができるか 

10． 自分が学校の行事等に参加できるか 

11．自分の勤務時間・雇用形態などに変更がないか 

12．その他(                )  

13．特にない 



 

 

 

問 12 

（全員） 

このアンケートを受け取ったお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家

族従事者含む）をうかがいます。 

（表） 

〇は 

各１つ 

※①母親、②父親それぞれについてお答えください。 

※【母子家庭の方は母親欄のみ、父子家庭の場合は父親欄のみお答えください。以下の設問についても、 

母親、父親の欄がある場合は、同様にお答えください。】 
 

①母親 ②父親 就労状況（〇は１つずつ） 【回答後】 

１ １ 
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で 

就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

⇒ 問13へ 

２ ２ 
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で 

就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３ ３ 
パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で 

就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

４ ４ 
パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で 

就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

５ ５ 以前は就労していたが、現在は就労していない 
⇒ 問15へ 

６ ６ これまで就労したことがない 

 

問 13 

（条件） 

 条件  問 12 で、「１．」～「４．」（就労している）に〇をつけた方 （表） 

□内に 

数字 

週当たりの「働く日数」、１日当たりの「働く時間（残業時間を含む）」を 

①母親、②父親それぞれについて答えください。 

※働く日数や働く時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

※産休、育休、介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 
 

 ①母親 ②父親 【回答後】 

１週当たり働く日数   日   日 
※フルタイムの方 

⇒問 16 へ 
 
※パート・アルバイト
等の方 
⇒問 14 へ 

１日当たり働く時間（残業時間含む）     時間     時間 

 

問 14 

（条件） 

 条件  
問 12 で、「３．」「４．」（パート・アルバイト等で就労している）に 

〇をつけた方 
（表） 

〇は 

各１つ 
フルタイムへの転換希望はありますか。①母親、②父親それぞれについてお答え

ください。 
 

①母親 ②父親 フルタイムへの転換希望（〇は１つずつ） 【回答後】 

１ １ 
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への

転換希望があり、実現できる見込みがある 

⇒ 問16へ 

２ ２ 
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転

換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３ ３ 
パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続け

ることを希望 

４ ４ 
パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育て

や家事に専念したい 

このアンケートを受け取ったお子さんの 

保護者の就労状況についておうかがいします 



 

 

問 15 

（条件） 

 条件  問 12 で、「５．」「６．」（就労していない）に○をつけた方 （表） 

〇は 

各１つ 

就労したいという希望はありますか。①母親、②父親それぞれについてお答えくだ

さい。 

 

① 母親について 

 就労希望（○は１つ 該当する□内に数字で記入） 

１ 働く予定はない（子育てや家事などに専念したい・働くことができない など） 

２ １年より先、一番下の子どもが    歳になったころに働きたい 

３ 

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 

 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

→１週当たり    日／１日当たり       時間 

 

② 父親について 

 就労希望（○は１つ 該当する□内に数字で記入） 

１ 働く予定はない（子育てや家事などに専念したい・働くことができない など） 

２ １年より先、一番下の子どもが    歳になったころに働きたい 

３ 

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 

 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

 →１週当たり    日／１日当たり       時間 

 

  



 

 

      

問 16 

（全員） 

このアンケートを受け取ったお子さんは、放課後（平日の小学校終了後）や休日

は何をして過ごすことが多いですか。平日および休日の過ごし方をそれぞれ選ん

で表のなかに〇をつけてください。 

あてはまるもの 

すべてに〇 

※児童館に行った後に塾で勉強しているなど、同じ日に２つ以上のことをして過ごしている場合は、す
べて〇をつけてください。 

※時間は、必ず「(例)18 時」のように 24 時間制でご記入ください。 
 

過ごしている場所・内容 
曜日（あてはまる曜日すべてに〇） 

月 火 水 木 金 土 日 

１．自宅で学習や読書        

２．自宅で自由に過ごす（テレビやゲームなど）        

３．祖父母等の親族の家で過ごす        

４．友達と自由に過ごす        

５．学習塾で勉強する        

６．ピアノや習字などの習い事（地域のスポーツクラブ含む）        

７．学校で部活動をしている        

８．児童館※１に行っている        

９．放課後子ども教室※２に行っている        

10．放課後児童クラブ※３に行っている 

   ※平日の平均的な利用時間をご記入ください。 

       

※下校時から   時まで 
※時間を記入 

11．ファミリー・サポート・センター※４を利用している        

12．図書館に行っている         

13．家族と外出する        

14．地域のボランティア活動に参加する        

15．放課後デイサービスに行っている        

16．その他（                 ）        

 
※１ 大城児童館内にある放課後児童クラブを利用している場合は「10．」を回答してください。 
 
※２ 放課後子ども教室について 

⇒放課後に学校施設（特別教室、体育館、運動場等）を活用し、地域の方々の協力で、子どもたちが安心・安全
に様々な体験活動や学び・交流活動を行うものです。市内の小学校で、週 1 回程度開設されていますが、各教
室によって活動日が異なります。 

 
※３ 放課後児童クラブについて 

⇒保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、支援員の下、子どもの生活の場を提供するものです。事
業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。小牧市では１～６年生を対象にしています。 

 
※４ ファミリー・サポート・センターについて 

⇒安心して子育てができる環境作りを目標に、「子育てのお手伝いをして欲しい人（依頼会員）」と「子育てのお
手伝いをしたい人（援助会員）」とが会員となり、お互い助け合いながら活動する、有償のボランティア組織で
す。 

  

このアンケートを受け取ったお子さんの 

放課後の過ごし方についてうかがいます 



 

 

問 17 

（条件） 

 条件  問 16 で、「１0．放課後児童クラブ」に○をつけた方 あてはまるもの 

すべてに〇 放課後児童クラブを良くするためにしてほしいことは何ですか。 
 
１．いまのままでよい 

２．建物を綺麗にしてほしい 

３．建物を広くしてほしい 

４．遊び道具を増やしてほしい 

５．友達と遊ぶ行事を増やしてほしい 

６．支援員を増やしてほしい 

７．その他（               ） 

 

 

問 18 

（条件） 

 条件  問 16 で、「１0．放課後児童クラブ」に○をつけた方 □内に 

数字 放課後児童クラブを何年生まで利用したいですか。 
 

   年生まで利用したい 

問 19 

（全員） 

このアンケートを受け取ったお子さんについて、学校や習い事、放課後児童クラ

ブなどが終わったあとで、いつも何時に帰宅していますか。 

（各曜日一番あてはまるものに〇） 

各曜日 

〇は１つ 

 

時間 
曜日（各曜日一番あてはまるものに〇） 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１．午後４時よりも前      

２．午後４時から午後５時よりも前      

３．午後５時から午後６時よりも前      

４．午後６時から午後７時よりも前      

５．午後７時から午後８時よりも前      

６．午後８時よりも後      

 

問 20 

（全員） 

このアンケートを受け取ったお子さんは、現在の放課後や休日の過ごし方は楽し

いと考えていますか。 

〇は 

１つ 

※①平日、②休日それぞれについてお答えください。 
 

過ごし方の感想（①平日、②休日それぞれに〇は１つ） ①平日 ②休日 

楽しいと思っている  １ １ 

どちらかといえば楽しいと思っている  ２ ２ 

どちらかといえば楽しいと思っていない ３ ３ 

楽しいと思っていない ４ ４ 

 

  



 

 

問 21 

（全員） 

このアンケートを受け取ったお子さんについて、平日の夕ご飯は、家の人と一緒

に食べていますか。 

〇は 

１つ 

※①月曜日～⑤金曜日それぞれについてお答えください。 
 

家族と食べているか 
曜日（①月曜日～⑤金曜日それぞれに〇は１つ） 

①月曜日 ②火曜日 ③水曜日 ④木曜日 ⑤金曜日 

 一緒に食べている １ １ １ １ １ 

 一緒に食べていない ２ ２ ２ ２ ２ 

 

問 22 

（全員） 

このアンケートを受け取ったお子さんと、話をしたり、一緒にすごしたりする時間は

十分と感じていますか。 

〇は 

１つ 

※①平日、②休日それぞれについてお答えください。 
 

過ごし方の感想（①平日、②休日それぞれに〇は１つ） ①平日 ②休日 

十分だと思う １ １ 

どちらかといえば十分だと思う ２ ２ 

どちらかといえば十分だと思わない ３ ３ 

十分だと思わない ４ ４ 

 

問 23 

（条件） 

 条件  
問 22 で、「３．どちらかといえば十分だと思わない」「４．十分だと思

わない」のいずれかに○をつけた方 
自由 

記述 十分だと思わない理由は何ですか。 
 

 

 

 

 

問 24 

（全員） 

このアンケートを受け取ったお子さんについて、塾や習い事で多忙だと思います

か。 

〇は 

１つ 
 
１．思う ⇒問 25 へ ２．思わない ⇒問 26 へ ３．わからない ⇒問 26 へ 

 

問 25 

（条件） 

 条件  問 24 で、「１．思う」に○をつけた方 あてはまるもの 

すべてに〇 多忙だと思う理由は何ですか。 
 
１．睡眠が不足しているように感じる 

２．集中力が欠けているように感じる 

３．自分の子どもの頃に比べると多忙に感じる 

４．本人から聞いたり、ほかの保護者との会話で見聞きしたりすることがある 

５．本人が塾や習い事を辞めたいと言っている  

６．その他（                                  ） 



 

 

問 26 

（全員） 

お子さんについて、現在利用している場所も含めて、放課後（平日の小学校終

了後）と休日の時間をどのような場所で過ごさせたいですか。希望する過ごし方

をそれぞれ選んで表のなかに〇をつけてください。 

あてはまるもの 

すべてに〇 

※児童館に行った後に塾で勉強するなど、同じ日に２つ以上のことをして過ごすことを希望する場合は、
すべて〇をつけてください。 

※時間は、必ず「(例)18 時」のように 24 時間制でご記入ください。 
 

過ごさせたい場所・内容 
曜日（あてはまる曜日すべてに〇） 

月 火 水 木 金 土 日 

１．自宅で学習や読書        

２．自宅で自由に過ごす（テレビやゲームなど）        

３．祖父母等の親族の家で過ごす        

４．友達と自由に過ごす        

５．学習塾で勉強する        

６．ピアノや習字などの習い事（地域のスポーツクラブ含む）        

７．学校で部活動をする        

８．児童館に行く        

９．放課後子ども教室に行く        

10．放課後児童クラブに行く 

   ※希望する平日の平均的な利用時間をご記入ください。 

       

※下校時から   時まで 
※時間を記入 

11．ファミリー・サポート・センターを利用する        

12．図書館に行く        

13．家族と外出する        

14．地域のボランティア活動に参加する        

15．放課後デイサービスに行く        

16．その他（                 ）        

 

  



 

 

問 27 

（全員） 

このアンケートを受け取ったお子さんについて、現在利用している、していないに関

わらず、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。 

〇は１つ 

□内に 

数字 

※（１）、（２）それぞれについて、○は１つ、利用したい時間帯についても□内に数字で記入ください。 
※時間は、必ず「(例)08 時～18 時」のように 24 時間制でご記入ください。 
 
 

（１）土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

 

 条件 「１．」「２．」を回答した方 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい  【利用したい時間帯】 
    時から     時まで 

３．月に１～２回は利用したい  

 

（２）日曜日・祝日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

 

 条件 「１．」「２．」を回答した方 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい  【利用したい時間帯】 
    時から     時まで 

３．月に１～２回は利用したい  

 

問 28 

（全員） 

このアンケートを受け取ったお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの

長期の休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望はありますか。 

〇は１つ 

□内に 

数字 

※○は１つ、利用したい時間帯についても□内に数字で記入ください。 
※時間は、必ず「(例)08 時～18 時」のように 24 時間制でご記入ください。 
 
  
１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

 

 条件 「１．」「２．」を回答した方 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい  【利用したい時間帯】 
    時から     時まで 

３．月に１～２回は利用したい  

 

  



 

 

      

問 29 

（全員） 

この１年間に、このアンケートを受け取ったお子さんが病気やケガで小学校を休ま

なければならなかったことはありますか。 

〇は 

１つ 
 

１．あった ⇒問 30 へ ２．なかった ⇒問 32 へ 

 

問 30 

（条件） 

 条件  問 29 で、「１．あった」に○をつけた方 あてはまるもの 

すべてに〇 

□内に 

数字 

このアンケートを受け取ったお子さんが病気やケガで小学校を休まなければなら

なかった場合に、この１年間に行った対処方法は何ですか。また、日数について

もお答えください。 

※半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。 
 

１年間の対処方法（あてはまるものすべてに○） 日数（数字で記入） 【回答後】 

ア．父親が休んだ   日 
⇒ 問31へ 

イ．母親が休んだ   日 

ウ．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった   日 

⇒ 問32へ 

エ．父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた   日 

オ．病児・病後児の保育を利用した   日 

カ．ベビーシッターを利用した   日 

キ．ファミリー・サポート・センターを利用した   日 

ク．預け先がなかったため子どもだけで留守番をさせた   日 

ケ．その他（                     ）   日 

 

問 31 

（条件） 

 条件  問 30 で、「ア．」「イ．」のいずれかに○をつけた方 
〇は１つ 

□内に 

数字 

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われまし

たか。（※病児保育は現在小牧市では、はやしこどもクリニックと小木こどもファミリー

クリニックに委託しています。） 

※病児・病後児のための保育施設等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必
要となります。 

 

選択肢（〇は１つ） 日数（数字で記入） 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい   日 

２．病状が軽くなれば利用したい   日 

３．子どもが大きくなれば（   歳以上）利用したい   日 

４．利用しようと思わない 

 

  

このアンケートを受け取ったお子さんの 

病気の際の対応や、不定期な一時預かりについてうかがいます 



 

 

問 32 

（全員） 

この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、この

アンケートを受け取ったお子さんを「一時的に」家族以外にみてもらわないといけ

ないことはありましたか。（預け先が見つからなかった場合も含みます。） 

あった場合は、この１年間の対処方法と、それぞれの日数もお答えください。 

- 

 
有無 

（〇は１つ） 
１年間の対処方法（あてはまるものすべてに○） 

日数 
（数字で記入） 

１．あった 

ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった   日 

イ．ファミリー・サポート・センターを利用した   日 

ウ．ベビーシッターを利用した   日 

エ．その他（                      ）   日 

２．なかった 

 

問 33 

（全員） 

保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児

不安、病気など）により、あて名のお子さんを泊りがけで年間何日くらい家

族以外に預ける必要があると思いますか。 

※短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子

どもを保護する事業）の利用希望の有無について、当てはまる番号・記号

すべてに○をつけ、必要な泊数を記入ください。 

- 

 

利用希望（あてはまるものすべて） 
泊数 

（数字で記入） 

１．利用する必要がある                       （合計）   泊 

 ア. 冠婚葬祭   泊 

 イ．保護者や家族の育児疲れ・不安   泊 

 ウ．保護者や家族の病気   泊 

 エ．その他（                     ）   泊 

２．利用する必要はない 

 

  



 

 

 
 
 

問 34 

（全員） 
普段、子育てについてどのようなものから情報を得ていますか。 

あてはまるもの 

すべてに〇 
 
１．子育て支援アプリ ６．小牧市以外のホームページ 11．友人・知人の口コミ 

２．広報こまき ７．小牧市公式以外の SNS 12．NPO 法人 

３．小牧市の公式ホームページ ８．新聞 13．各種団体・コミュニティなど

における情報交換 ４．小牧市の公式 X（旧 Twitter） ９．広告・ポスター 

５．小牧市の公式 LINE 10．テレビ・ラジオ 14. その他（        ） 

 

問 35 

（全員） 

あなたは、子育てをつらいと感じることはありますか。 

また、その理由をご記入ください。 

〇は１つ 

自由記述 
 
１．とてもある  ４．つらいと感じることはない ⇒問 36 へ 

２．ときどきある  ５．わからない  
３．まれにある    

 

 条件  

 
「１．とてもある」 
「２．ときどきある」 
「３．まれにある」 
 
いずれかに〇をした方 
 

 

 

 

 

 
選択した理由（自由記述） 

 

問 36 

（条件） 

 条件  問 35 で、「４．つらいと感じることはない」に○をつけた方 〇は 

３つまで 子育てをする中でどのような支援・対策が有効と感じていますか。 
 
１．地域における子育て支援の充実 ７．子どもの教育環境 

２．保育サービスの充実 ８．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 

３．子育て支援のネットワークづくり ９．仕事と家庭生活の両立 

４．地域における子どもの活動拠点の充実 10．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 

５．妊娠・出産に対する支援 11．保護が必要な児童に対する支援 

６．母親・乳児の健康に対する安心 12．その他（              ） 

 

問 37 

（全員） 
お子さんへの経済的な支援について、どのような支援を希望しますか。 

〇は 

２つまで 
  
１．高等学校の入学に関する費用（制服代など） 

２．高等学校で進学後に必要な費用（学費・交通費など） 

３．大学・専門学校等の入学に関する費用（入学金など） 

４．大学・専門学校等で進学後に必要な費用（学費・下宿代など） 

５．子どもの特技や習い事を助成するための補助金 

６．学習塾の費用 

７．進学に関する費用や奨学金に関して情報を得ることができる機会の充実 

８．その他（               ） 

 

  

子育てをめぐる環境や地域とのかかわりについてうかがいます 



 

 

問 38 

（全員） 

下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用

したいと思うものをお答えください。 

（１～３の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて１つに○） 

〇は 

１つ 

 
 

Ａ 

知っている 

Ｂ 

これまでに利用

したことがある 

Ｃ 

今後利用したい 

１．子育て世代包括支援センター はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

２. 子育て応援アプリ『すくすくこまキッズ』 はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

３．市が発行している子育て支援情報誌 はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

 

問 39 

（全員） 
子ども会の活動にはどのような形で参加していますか。 

〇は 

１つ 
 
１．積極的に参加している ４．子ども会は知っているが、加入はしていない ⇒問 40 へ 
２．なんとなく参加している ５．子ども会を知らない  
３．あまり参加していない ６．自分の地域に子ども会がない 

 

問 40 

（条件） 

 条件  
問 39 で、「４．子ども会は知っているが、加入はしていない」に 

○をつけた方 
あてはまるもの 

すべてに〇 加入していない理由は何ですか。 
 
１．子どもが入りたくないというため ６．児童クラブに入っているので必要ないため 

２．親（役員）主体で子どもの自主性を育てない

ため 

７．子ども会での活動などが、家庭の教育方針と 

異なる場合があるため 

３．子どもの数が少なく、活動がほとんどない 

ため 

８．役員の仕事をするのが困難なため 

９．自治会とのつながりがわずらわしいため 

４．土曜・日曜日に行事が多すぎて、家族の時間 

が持てないため 

10．その他（              ） 

５．子どもが習い事をしていて、子ども会の 

活動にほとんど参加できないため 

 

 

問 41 

（全員） 
子ども会活動は今後必要であると思いますか。理由とともにお聞かせください。 

〇は１つ 

自由記述 
 

①選択肢（〇は１つ） ②選択した理由（自由記述） 

１．必要である  

２．必要性を感じない  

３．その他（                                  ） 

 

  



 

 

問 42 

（全員） 
あなたは近所や地域の人とのつきあいはどの程度ですか。 

〇は 

１つ 
 
１．あいさつする程度 

２．時々立ち話をする 

３．家へ上がって話をする 

４．食事に行ったり、家族ぐるみでつき合っている 

５．困っているときに相談したり助け合ったり 

している 

６．ほとんどつきあいはない 

 

問 43 

（全員） 

あなたは、子育てがしやすいまちの要素として、地域社会のかかわりは必要だと

思いますか。 

〇は 

１つ 
 
１．大いに必要である ４．あまり必要ではない 

２．ある程度は必要である ５．必要ではない 

３．どちらともいえない  

 

問 44 

（全員） 
児童が健全に成長するために、地域に期待することは何ですか。 

〇は 

３つまで 
 
１．児童が参加できる活動を行う（映画会、読み聞かせ等） 

２．積極的に児童の育成（しつけ）に関わる【しかる・ほめる】 

３．学校の放課後活動（部活動）を支援する 

４．子どもの活動に親（保護者）たちの積極的な参加を促す 

５．気軽に情報交換や相談ができる場や子育てサークルなどを主催し、保護者の子育てを支援する 

６．地域の会館などを利用して、宿題や勉強の支援を行う 

７．連携を取り合い、地域で子どもたちの自主的な活動を育成・支援する 

８．登下校の安全確認や非行防止活動を行う 

９．児童が地域活動に参加できる場をつくる（清掃ボランティア等） 

10．その他（                                   ） 

 

 

 

 
  



 

 

問 45 

（全員） 
子どもが健全に成長をするために、どのようなことを市の施策として期待しますか。 

（１）以下の表の大項目から２件まで選び、〇をつけてください。 
（２）選んだ大項目に対する個別施策のなかで、特に強く期待するものを、１つ選び〇をつけてください。 
（３）個別施策の例示のなかに該当がない場合はその他の欄に具体的な施策を記入してください。 

 

（１）大項目 （２）個別施策 

〇を記入 

（２つまで） 
項目 

※〇をつけた大

項目のなかで、

強く期待するも

の１つに〇 

個別施策（例示） 

 
１．様々な遊びや体験

の場の整備 

 ①放課後子ども教室の開催日の拡大 

 ②公園などの遊び場の整備 

 ③児童を対象とした地域の体験活動の支援 

 

２．子育てに関する交

流や相談の場の整

備 

 ①子育てについて気軽に相談できる場所の充

実 

 ②親同士の交流や地域の子育て活動への支援 

 ３．保護者の就労支援 

 ①放課後児童クラブの時間延長 

 ②突発・短期的な理由による一時的な預かり場

所の確保 

 
４．家庭への経済的な 

支援 

 ①児童手当やひとり親手当などの経済的な支

援の充実 

 ②経済的に恵まれない児童の学習環境の確保

（無料の学習塾など） 

 ③経済的に恵まれない児童の居場所の確保（子

ども食堂など） 

 
５．特別な事情のある 

児童の育成支援 

 ①家庭で育てられない児童を受け入れる施設

や里親制度などの施策の充実 

 ②障がいのある児童の療育を行う施設・施策の

充実 

※その他 
 

 

  



 

 

 

問 46 

（全員） 

最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がござ

いましたら、自由にご記入ください。 

自由 

記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協 力 、ありがとうございました。  


